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懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
2
0
0
7

(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

二
O
O七
年
二
月
二
八
日
発
行
)

稲

束

猛

の

韓

非

子

講

義

は
じ
め
に

本
稿
は
重
建
懐
徳
堂
に
て
行
わ
れ
た
稲
束
猛
の
韓
非
子
講
義
録
の
翻
刻
で
あ
る
。

重
建
懐
徳
堂
で
は
様
々
な
形
式
の
講
義
が
行
わ
れ
た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
講

義
が
な
さ
れ
た
の
か
、
総
じ
て
未
詳
な
箇
所
が
多
い
。
筆
者
は
以
前
重
建
懐
徳
堂
の
講

A

法
二

義
を
整
理
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
講
義
の
具
体
的
内
容
に
ま
で
言
及
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
資
料
の
限
界
に
あ
る
。
一
般
に
講
義
内
容
を
知
る
た
め

に
は
講
師
に
よ
る
講
義
ノ
l
ト
や
聴
講
生
の
ノ
l
ト
な
ど
を
一
次
資
料
と
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
重
建
懐
徳
堂
の
場
合
、
そ
う
し
た
資
料
類
が
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

抑
々
、
そ
う
し
た
資
料
が
存
在
す
る
の
か
否
か
す
ら
、
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
講

義
情
報
を
知
る
に
は
、
雑
誌
『
懐
徳
』
に
掲
載
さ
れ
た
講
義
告
知
を
利
用
す
る
し
か
な

く
、
そ
の
講
義
告
知
も
詳
細
な
講
義
内
容
ま
で
紹
介
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

管
見
の
限
り
で
重
建
懐
抱
堂
で
の
講
義
録
と
さ
れ
う
る
の
は
、
武
内
義
雄
『
諸
子
概

A

建
二
V

【
注
一
二
日

説
』
、
大
江
文
城
『
儒
教
の
は
な
し
』
で
あ
る
。
だ
が
『
諸
子
概
説
』
は
慎
徳
堂
で
講

義
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
武
内
が
東
北
帝
国
大
学
で
行
っ
た
講
義
内
容
も
含
ん
で
い
る

と
さ
れ
、
更
に
出
版
に
際
し
て
大
幅
に
修
訂
し
た
と
の
本
人
の
言
も
あ
る
の
で
、
『
諸

子
概
説
』
を
そ
の
ま
ま
重
建
懐
徳
堂
で
の
講
義
録
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
江

『
儒
教
の
は
な
し
』
は
「
こ
れ
は
、
も
と
大
阪
懐
徳
堂
に
お
い
て
講
述
し
た
も
の
の
草

釜

啓

市

田

案
で
あ
る
」
と
冒
頭
の
「
弁
言
十
則
」
に
あ
り
、
重
建
懐
徳
堂
で
の
講
義
録
と
認
め
て

も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
講
義
時
期
・
講
義
の
種
類
等
、
未
詳
な
点
が
多
い
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
筆
者
は
大
阪
の
池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
蛸
牛
車

文
庫
に
お
い
て
、
懐
徳
堂
講
師
稲
束
猛
の
講
義
録
を
見
る
機
会
を
得
た
。
稲
束
猛
と
は

(
注
凹
)

号
は
香
山
、
大
阪
池
田
の
人
で
あ
る
。
稲
東
家
は
江
戸
以
来
の
名
家
で
、
少
年
時
代
の

稲
束
は
学
校
に
通
い
な
が
ら
父
親
芝
太
郎
の
教
育
方
針
の
下
、
家
蔵
の
蕪
村
・
呉
春
と

い
っ
た
名
画
に
触
れ
て
鑑
識
眼
を
養
い
、
叔
父
の
山
口
樟
蔭
に
漢
文
を
学
ん
だ
。
高
校

卒
業
後
は
京
都
大
学
の
支
那
哲
学
科
で
狩
野
直
喜
に
師
事
し
、
大
学
卒
業
後
は
教
師
と

な
る
が
、
病
弱
の
た
め
辞
職
し
帰
郷
、
池
田
で
の
稲
束
は
病
気
療
養
の
一
方
で
池
田
の

郷
土
史
研
究
を
進
め
、
ま
た
懐
徳
堂
で
講
義
を
担
当
し
て
い
た
。
こ
の
講
義
録
は
、
後

述
の
と
お
り
そ
の
当
時
の
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
講
義
録
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
二
枚
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
原
稿
用
紙
に

は
魚
尾
は
な
く
、
各
原
稿
の
左
端
下
に
は
「
葉
文
堂
用
筆
」
と
あ
り
、
ま
た
毎
半
頁
左

下
に
「

5
・N
O
」
と
あ
る
。
「

5
・N
O
」
と
は
「
半
頁
十
行
、
一
行
二
十
文
字
」
の
意
で

あ
ろ
う
。
各
原
稿
は
袋
と
じ
に
さ
れ
て
、
紙
こ
よ
り
一
本
で
仮
綴
じ
に
さ
れ
て
い
る
。

表
紙
は
同
じ
原
稿
用
紙
が
袋
と
じ
に
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
表
紙
の
右
端
に
「
大

正
拾
二
年
四
月
懐
徳
堂
講
義
草
稿
」
の
十
四
文
字
が
朱
筆
で
書
か
れ
、
そ
の
左
に
「
稲

東
蔵
書
」
の
築
刻
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
原
稿
の
記
述
は
毛
筆
墨
書
を
基
本
と
し
、



一
部
朱
筆
に
よ
る
追
加
・
訂
正
が
あ
る
。
追
加
・
訂
正
は
行
問
、
原
稿
上
部
な
ど
決
ま

っ
た
位
置
に
記
述
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
悉
意
的
で
あ
る
。
原
稿
上
部
に
は
追
加

・
訂
正
の
文
字
の
他
、
論
じ
ら
れ
て
い
る
内
容
に
対
す
る
論
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
検
索
用
で
あ
ろ
う
。
仮
名
は
部
分
的
に
崩
さ
れ
て
お
り
、
漢
字
は
旧
字
体
で
あ
る

が
、
俗
字
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
所
々
「
:
:
:
で
あ
り
ま
す
」
「
申
し
上
げ
ま

し
た
よ
う
に
、
:
:
:
」
な
ど
の
会
話
体
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
稲
束

が
講
義
で
話
す
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
執
筆
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
講
義
録
が
稲
束

の
手
控
え
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

表
紙
の
「
大
正
拾
二
年
四
月
」
と
は
稲
束
が
懐
徳
堂
で
講
義
を
始
め
た
月
で
あ
る
。

『
懐
徳
』
第
三
号
(
大
正
十
四
年
)
掲
載
「
第
九
年
第
一
期
懐
徳
堂
講
義
講
演
日
誌
」

に
は
、
例
え
ば
一
月
十
二
日
に
は
「
韓
非
子
喰
老
篇
首
」
と
あ
り
、
ま
た
十
九
日
に

は
「
輸
老
自
楚
荘
主
既
勝
候
至
起
事
於
無
形
傾
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
稲
束
は

韓
非
子
の
テ
キ
ス
ト
を
講
読
す
る
形
で
講
義
を
進
め
た
と
推
察
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の

講
義
録
の
内
容
は
後
述
の
と
お
り
、
講
義
形
式
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
思
う
に
こ
の
講

義
録
は
韓
非
子
講
読
に
際
し
て
の
導
入
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
講
義
録
を
所
蔵
し
て
い
る
「
鍋
牛
庫
文
庫
」
と
は
稲
来
家
と
同
じ
く
池
田
の
名

家
で
あ
る
林
国
家
に
伝
え
ら
れ
た
文
庫
で
あ
り
、
近
世
池
田
に
関
す
る
資
料
を
多
く
所

蔵
し
て
い
る
。
稲
束
猛
に
関
係
す
る
資
料
も
こ
の
冊
子
以
外
に
少
年
期
の
稲
束
の
日
記
、

京
都
大
学
で
の
卒
業
論
文
な
ど
を
有
し
て
い
る
。
大
正
昭
和
初
期
の
当
主
で
あ
っ
た
林

田
安
平
及
び
そ
の
子
息
で
あ
る
良
平
は
稲
束
と
の
親
密
な
交
際
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
講
義
録
は
使
用
さ
れ
た
時
期
が
特
定
で
き
、
か
つ
伝
来
が
明
確

で
あ
る
か
ら
、
上
記
二
点
の
資
料
に
比
較
し
て
も
、
重
建
懐
徳
堂
で
行
わ
れ
た
講
義
を

窺
い
知
る
た
め
の
一
級
の
資
料
と
し
て
よ
い
。
重
建
懐
徳
堂
で
行
わ
れ
た
講
義
の
一
端

を
最
も
よ
く
伝
え
る
資
料
な
の
で
あ
る
。

講
義
内
容
は
、
先
人
の
注
釈
等
を
広
く
参
考
に
し
、
そ
れ
ら
を
勘
案
し
な
が
ら
自
説

を
展
開
す
る
形
式
を
と
る
。
稲
束
の
講
義
の
題
材
が
「
韓
非
子
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
或

い
は
上
述
の
よ
う
に
こ
の
講
義
録
が
講
読
の
た
め
の
導
入
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
因

で
あ
ろ
う
が
、
講
義
に
お
い
て
は
所
調
「
徳
育
」
に
関
し
て
は
一
切
語
ら
れ
な
い
。
た

だ
韓
非
子
に
つ
い
て
淡
々
と
考
証
し
て
い
く
だ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
稲
束
の
態
度
は

「
思
案
四
十
年
、
や
や
そ
の
核
心
に
燭
れ
た
や
う
に
お
も
は
れ
る
」
、
「
:
:
:
か
の
形
式

的
末
梢
的
な
問
題
は
、
わ
れ
の
し
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
(
「
弁
言
十
則
」
)
と
述
べ
、

儒
教
を
実
践
道
徳
と
捉
え
る
立
場
か
ら
考
証
等
は
省
略
し
、
自
ら
の
理
解
に
よ
る
儒
教

の
核
心
を
中
心
に
講
義
を
す
す
め
た
大
江
文
城
と
は
明
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
稲
束
は

考
証
中
心
で
道
徳
排
除
(
或
い
は
保
留
)
、
大
江
は
道
徳
中
心
で
考
証
排
除
と
い
っ
た

具
合
に
、
両
者
は
正
反
対
の
位
置
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
両
者
が
重
建

懐
徳
堂
と
い
う
場
に
共
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
重
建
懐
徳
堂
の
性
格
を
考
え
る
上
で
興

味
深
い
。

古
典
を
現
代
か
ら
切
り
離
し
淡
々
と
考
証
し
て
い
く
一
方
で
、
稲
束
は
考
証
の
結
果

が
過
度
に
文
献
を
疑
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
当
時
、
中
国

は
中
華
民
国
の
時
代
で
あ
り
、
文
献
の
相
互
比
較
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
古
典
に
書
か

れ
た
内
容
の
是
非
を
判
断
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
当
時
の
こ
う
し
た
運

(
注
五
}

動
を
「
疑
古
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
、
清
朝
以
前
の
学
術
が
四
書
五
経
と
い
っ
た
文
献

を
無
批
判
に
信
用
し
て
い
た
学
術
態
度

l
l所
調
「
信
古
」
|
|
に
対
す
る
新
し
い
学

術
運
動
で
あ
っ
た
。
だ
が
疑
古
は
時
に
過
度
の
考
証
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ

り
、
稲
束
に
は
そ
れ
が
単
な
る
新
奇
な
説
に
し
か
見
え
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
「
最
近

で
は
新
し
い
説
を
出
す
の
が
流
行
し
て
い
る
」
な
ど
の
批
判
が
講
義
録
に
散
見
さ
れ
る

が
、
こ
れ
は
疑
古
的
研
究
を
指
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
当
時
北
京
大
学
教
授
で

あ
っ
た
胡
適
に
対
し
て
は
批
判
的
で
、
胡
適
を
「
新
奇
な
説
を
好
む
」
人
物
と
評
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
稲
束
の
態
度
は
「
信
古
」
は
勿
論
、
「
疑
古
」
に
対
し
て
も
幾
分
批

判
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
す
れ
ば
、
稲
来
は
い
わ
ば
「
釈
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古
」
的
立
場
を
と
っ
た
と
し
て
よ
い
。
そ
し
て
、
稲
束
の
釈
古
的
態
度
は
師
で
あ
る
狩

野
直
喜
を
は
じ
め
と
す
る
京
都
支
那
学
派
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
講
義
録
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
次
に
翻
刻
に
あ
た
っ
て
注
意
点
を
箇
条
書

に
し
て
お
く
。

①
漢
字
は
当
用
漢
字
を
基
本
と
し
、
変
体
仮
名
遣
い
に
よ
る
表
記
は
こ
れ
を
あ
ら

た
め
た
。

②
格
助
詞
「
が
」
は
、
そ
の
大
部
分
が
濁
点
を
抜
い
て
「
か
」
と
記
述
さ
れ
て
い

る
が
、
濁
点
を
加
え
統
一
し
た
。

③
墨
筆
・
朱
筆
の
区
別
は
し
て
い
な
い
。

④

傍

点

及

び

片

仮

名

の

ル

ピ

は

稲

束

に

よ

る

。

'

@
訂
正
を
重
ね
た
な
ど
の
理
由
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
微
妙
に
文
意
が
通
じ
に
く
く

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
は
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、
(
マ
マ
)

と
ル
ピ
を
う
っ
た
。

@
原
稿
上
部
に
あ
る
小
見
出
し
は
省
略
し
た
。

最
後
に
、
翻
刻
を
快
諾
し
て
下
さ
っ
た
池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。

韓
非
の
伝
記
並
に
学
説

韓
非
の
事
跡
を
考
え
る
資
料
と
し
て
は
今
日
史
記
の
老
荘
申
韓
伝
と
、
韓
世
家
の
終

の
処
に
少
し
記
さ
れ
て
い
る
位
で
あ
っ
て
、
他
に
殆
ど
根
拠
と
な
る
も
の
が
な
い
。

史
記
の
韓
世
家
に
王
安
五
年
に

秦
攻
レ
韓
。
韓
急
。
使
二
韓
非
一
使
秦
。
秦
留
レ
非
。
因
殺
レ
之
。
九
年
秦
虜
二
王
安
一
。

蓋
入
二
其
地
一
。
昂
頴
川
郡
。
韓
遂
亡
。

と
あ
る
。
張
守
節
の
史
記
正
義
に
よ
る
と
韓
の
亡
ん
だ
の
は
始
皇
の
十
七
年
と
い
う
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
す
る
と
韓
非
が
韓
の
使
と
な
っ
て
秦
に
入
っ
た
王
安
の

五
年
は
始
皇
帝
の
十
三
年
と
な
る
訳
で
あ
る
。
(
因
に
李
斯
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
そ

れ
よ
り
三
年
程
以
前
の
十
年
で
あ
る
)
韓
非
が
秦
に
滞
在
し
た
期
間
は
何
程
で
あ
っ
た

か
不
明
で
あ
り
ま
す
が
、
李
斯
、
挑
買
の
謹
言
に
よ
っ
て
秦
王
に
用
い
ら
れ
ず
、
殊
に

李
斯
と
は
こ
と
に
よ
れ
ば
苛
卿
円
の
同
輩
で
あ
っ
た
し
、
韓
非
の
説
の
流
行
し
て
、
そ

れ
が
為
に
圧
迫
さ
れ
て
は
と
の
恐
れ
よ
り
殺
さ
れ
た
の
も
案
外
早
か
っ
た
か
も
知
れ

ん
。
即
ち
秦
に
入
っ
た
始
皇
惜
の
十
三
年
か
、
或
い
は
遅
く
と
も
其
翌
年
の
十
四
年
に

殺
さ
れ
た
事
に
な
る
。
胡
適
氏
な
ど
は
こ
の
年
と
し
て
韓
非
の
獄
中
に
死
ん
だ
年
を
西

暦
紀
元
前
二
三
三
年
と
し
て
居
ま
す
。
仮
に
こ
の
説
に
従
い
ま
す
と
今
よ
り
二
千
百
五

十
六
年
以
前
に
死
ん
だ
事
に
な
る
。
太
田
全
斎
も
韓
非
子
翼
重
の
序
文
に
言
っ
て
ま
す

が
、
韓
非
没
後
二
千
百
余
年
を
経
て
、
し
か
も
日
本
に
生
れ
て
先
秦
時
代
の
事
跡
を
考

え
様
と
い
う
の
で
す
か
ら
固
よ
り
無
理
は
言
う
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
矢
張
り
史

記
の
記
事
に
よ
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
所
が
そ
の
史
記
の
老
荘
申
韓
列
伝
の
記
事
も

甚
だ
簡
単
で
あ
っ
て
、
詳
細
は
知
れ
な
い
。
韓
非
と
同
時
代
で
関
係
の
あ
っ
た
有
卿
や
、
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李
斯
や
或
い
は
其
同
時
代
の
事
を
記
し
た
列
伝
を
見
て
も
依
然
知
れ
な
い
。

史
記
に
よ
っ
て
韓
非
に
就
い
て
知
れ
た
事
は
韓
の

(
一
)
諸
公
子
で
あ
る
と
い
う
事
、

(
二
)
為
レ
人
口
吃
。
不
レ
能
二
道
説
一
。

(
三
)
奥
李
斯
倶
事
萄
卿
。

(
四
)
韓
非
は
自
己
の
意
見
を
上
り
て
韓
王
(
安
)
を
有
し
た
が
用
い
ら
れ
ず
、
そ

こ
で
韓
非
は
忠
直
の
士
が
邪
伝
の
臣
に
容
れ
ら
れ
ざ
る
を
哀
れ
み
往
者
得
失

の
変
に
鑑
み
て
孤
償
、
五
室
、
内
外
儲
、
説
林
、
説
難
於
余
万
言
を
作
っ
た
。

(
五
)
人
或
伝
其
書
至
秦
。
秦
王
見
孤
憤
五
重
之
書
。
目
。
嵯
乎
。
寡
人
得
下
見
二

此
人
一
。
奥
レ
之
辞
上
。
死
不
恨
失
と
い
っ
た
。
李
斯
は
此
は
韓
非
の
著
書

な
り
と
い
っ
て
秦
を
攻
め
た
事
を
言
う
の
は
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

(
一
)
に
関
し
て
は
韓
の
如
何
な
る
系
統
に
属
す
る
人
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
。

(
二
)
に
吃
に
し
て
弁
舌
に
前
で
あ
っ
た
の
は
反
て
一
方
筆
を
以
て
充
分
に
委
曲
を
書

す
に
長
ぜ
し
め
た
大
所
以
か
。

(
三
)
李
斯
と
共
に
苛
卿
に
師
事
し
た
と
あ
る
が
、
李
斯
は
史
記
の
李
斯
列
伝
に
よ
る

と
楚
上
察
の
人
で
あ
り
、
「
其
の
西
の
方
、
秦
に
入
ら
ん
と
欲
し
て
、
萄
卿
に
辞
し
て
」

云
々
と
い
う
言
葉
が
あ
る
に
徴
し
て
は
李
斯
が
窃
卿
に
就
い
た
の
は
楚
ら
し
い
の
で
あ

り
ま
す
。
随
っ
て
緯
非
が
有
卿
に
師
事
し
た
の
は
、
有
卿
が
斉
を
去
っ
て
楚
に
行
っ
た

後
に
あ
る
と
見
て
差
支
え
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
(
そ
れ
で
は
萄
卿
が
斉
を
去
っ
て
楚
に

行
っ
た
年
代
は
と
い
う
と
こ
れ
に
は
色
々
説
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
清
の
在
中
が
述
学

萄
卿
子
通
論
中
の
中
に
言
っ
た
斉
王
建
の
十
年
即
ち
楚
の
考
烈
王
の
八
年
か
若
く
は
其

少
し
前
位
と
見
る
方
に
従
っ
て
居
ま
す
)
楚
の
考
烈
王
は
韓
の
滅
亡
前
三
十
三
年
程
に

な
り
ま
す
。
兎
に
角
、
荷
卿
が
楚
に
居
た
時
に
韓
非
も
来
て
教
を
受
け
た
様
で
す
。
、
所

が
史
記
の
列
伝
に
よ
っ
て
も
刑
名
法
術
の
学
を
喜
ん
だ
と
あ
り
ま
す
が
、
形
名
法
述
の

学
は
有
卿
の
専
門
と
す
る
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
形
名
は
形
と
名
と
の
議
論
で
元
来
は

名
家
の
範
囲
に
属
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
又
法
術
の
学
は
商
鞍
や
申
不
害
の
学

で
あ
る
。
し
て
見
る
と
韓
非
の
学
に
は
有
卿
の
学
問
以
外
に
、
何
時
の
時
代
に
か
申
子
、

商
子
な
ど
の
説
を
研
究
し
、
又
名
家
の
説
を
も
取
り
入
れ
た
の
を
知
る
事
が
出
来
ま
す
。

そ
し
て
又
君
主
が
無
為
で
居
る
と
い
う
所
に
老
子
の
思
想
の
影
響
が
あ
る
。
斯
様
に
見

来
る
と
韓
非
の
師
と
し
て
知
れ
た
も
の
は
萄
卿
一
人
で
あ
る
が
、
韓
非
の
学
問
の
体
系

は
決
し
て
萄
卿
一
家
の
学
の
み
で
出
来
上
っ
た
も
の
で
な
い
事
が
知
れ
る
。
要
す
る
に

韓
非
は
菊
卿
に
学
ん
だ
が
其
前
後
何
れ
の
時
代
に
か
上
に
述
べ
た
様
な
諸
家
の
学
説
を

兼
ね
取
っ
て
、
そ
れ
を
旨
く
結
び
つ
け
て
韓
非
一
流
の
創
見
あ
る
学
説
を
作
り
上
げ
た

の
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
韓
非
独
得
の
学
説
と
は
知
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
が

順
序
で
あ
る
。
前
に
も
言
っ
た
が
史
記
の
本
伝
に
は
韓
非
喜
二
刑
名
法
術
之
学
一
と
あ

り
ま
す
か
ら
、
韓
非
子
の
学
聞
は
諸
子
の
中
で
も
法
家
の
部
類
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
刑
名
の
二
字
は
韓
非
の
場
合
に
あ
っ
て
は
も
し
く
は
形
名
と
す
べ
き
も
の
で

あ
り
ま
し
て
、
後
世
の
訴
獄
を
断
ず
る
刑
名
と
意
味
を
異
に
し
て
居
ま
す
。
韓
非
の
形

名
は
形
と
名
と
が
相
当
し
て
居
る
か
、
ど
う
か
を
見
る
の
で
あ
り
ま
し
て
元
来
は
名
家

の
方
の
議
論
で
あ
り
ま
す
が
、
韓
非
が
こ
れ
を
政
治
の
方
面
に
持
ち
来
っ
て
、
君
主
が

臣
下
を
用
い
る
際
に
応
用
し
た
所
に
、
韓
非
の
説
の
新
し
味
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
此
処

に
君
主
が
居
る
と
し
ま
す
。
す
る
と
臣
下
は
其
君
主
に
対
し
て
銘
々
政
治
上
の
自
分
の

意
見
を
述
べ
る
。
こ
れ
が
、
つ
ま
り
固
で
あ
り
ま
す
。
す
る
と
君
主
は
臣
下
の
意
見

を
聞
い
て
、
銘
々
に
彼
等
の
意
見
に
従
っ
て
職
を
与
え
て
、
実
際
に
よ
い
結
果
即
ち
功

績
を
挙
げ
る
事
が
出
来
る
か
、
ど
う
か
を
見
て
居
る
。
こ
の
結
果
、
こ
れ
が
即
ち
固

で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
実
行
が
言
論
に
伴
う
か
、
ど
う
か
、
実
行
が
言
論
の
通
り
に
行

っ
て
、
こ
の
二
つ
が
一
致
す
れ
ば
韓
非
子
一
流
の
形
名
相
当
る
と
い
う
事
に
な
り
、
賞
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せ
ら
れ
る
。
所
が
言
論
が
誇
大
で
、
実
行
が
之
に
伴
わ
な
い
場
合
、
或
は
言
論
に
は
聞

く
べ
く
、
注
意
さ
れ
る
も
の
が
な
か
っ
た
の
に
実
行
さ
れ
た
結
果
が
造
に
大
で
あ
っ
た

場
合
、
何
れ
も
形
と
名
と
か
相
当
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
。
言
大
に
し
て
功



小
、
の
罰
せ
ら
れ
る
の
は
普
通
で
あ
る
が
、
一
吉
小
に
し
て
功
大
な
る
時
に
も
等
し
く
罰

せ
ら
れ
る
の
は
、
不
言
実
行
と
い
う
点
か
ら
観
察
す
る
と
異
様
に
思
わ
れ
る
が
、
矢
張

り
形
名
相
当
ら
ず
と
い
う
点
で
罰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
此
処
が
面
白
い
点
で
韓

非
一
流
の
法
家
の
特
色
が
よ
く
現
わ
れ
て
居
る
所
な
の
で
あ
り
ま
す
。

所
が
上
に
述
べ
た
様
な
形
の
名
と
が
相
当
る
と
か
、
相
当
ら
な
い
と
か
い
う
事
は
何

を
標
準
と
し
て
決
定
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
仮
に
君
主
の
政
治
上
の
判
断
力
に

よ
る
と
す
る
。
す
る
と
君
主
も
人
間
で
あ
る
限
り
、
時
に
は
其
好
意
、
喜
怒
に
よ
っ
て

自
己
の
欠
点
を
現
わ
し
、
そ
れ
が
為
に
其
聡
明
は
曇
り
が
生
ず
る
場
合
が
あ
る
。
す
る

と
忽
に
し
て
群
臣
が
其
処
に
乗
じ
て
君
主
に
阿
諌
迎
合
し
て
、
君
主
の
尊
厳
を
冒
涜
す

る
様
に
変
る
。
そ
れ
で
始
め
よ
り
人
君
は
法
を
定
め
て
、
群
臣
の
遵
守
す
べ
き
所
を
示

し
、
群
臣
を
し
て
専
ら
其
法
に
道
う
て
知
能
を
尽
し
好
結
果
を
挙
げ
し
め
る
様
に
す
る
。

此
処
に
韓
非
の
形
名
は
商
鞍
の
固
と
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
人
君
は
己
れ
虚

静
に
し
て
、
能
く
道
を
体
し
、
倍
淡
な
れ
ば
群
臣
自
ら
正
し
く
、
国
自
ら
治
る
と
為
す
。

此
処
に
文
老
子
の
説
が
韓
非
の
政
治
上
の
説
に
影
響
を
与
え
て
居
る
を
知
る
事
が
出
来

る。
か
様
に
臣
下
の
師
と
す
る
所
(
韓
非
子
定
法
篇
)
の
法
を
定
め
、
群
臣
の
能
に
賠
い

て
官
を
授
け
、
形
と
名
の
当
否
に
よ
っ
て
、
君
主
は
之
を
賞
罰
生
殺
す
る
。
そ
の
賞
罰

生
殺
の
権
は
君
主
の
手
中
に
あ
る
。
こ
れ
が
固
で
あ
る
。
こ
の
術
を
定
法
篇
に
は
人

主
の
執
る
所
と
い
っ
て
居
ま
す
。
既
に
君
主
の
執
る
所
と
い
っ
て
居
る
か
ら
に
は
、
こ

れ
は
臣
下
に
委
ぬ
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
此
点
は
老
子
の
三
十
六
章
(
国
之
利
益

不
可
以
示
人
)
の
影
響
を
受
け
た
と
見
ら
れ
ま
す
。

要
す
る
に
韓
非
の
説
は
其
当
時
の
時
代
の
大
勢
(
列
国
の
競
争
)
な
る
思
想
界
の
現

状
に
鑑
み
て
、
韓
の
公
子
と
い
う
立
場
か
ら
韓
王
安
な
ど
に
説
い
た
説
を
基
礎
に
し
た

(
注
一
)

も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
体
君
主
の
側
か
ら
見
て
都
合
の
よ
い
説
で
あ
っ
て
法
と
い
う
様

な
も
の
を
設
け
て
臣
下
が
師
法
と
し
、
標
準
と
す
る
所
を
定
め
、
臣
下
の
単
に
利
己
的

な
動
機
か
ら
無
責
任
な
言
論
を
な
さ
ざ
ら
し
め
、
君
主
は
無
為
虚
静
、
術
を
執
っ
て
臣

下
の
名
と
形
と
を
参
験
照
合
し
て
富
国
強
兵
を
計
ろ
う
と
い
う
所
に
、
君
主
の
利
己
心
、

立
場
が
出
来
る
と
同
時
に
、
臣
下
の
利
己
的
動
機
か
ら
出
る
言
論
を
防
止
し
様
と
試
む

る
所
に
、
臣
下
の
利
己
的
精
神
を
認
容
し
た
も
の
で
、
君
主
も
利
己
、
臣
下
も
利
己
と

見
た
所
に
性
悪
論
を
高
調
し
た
萄
卿
の
学
説
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
尚
そ
れ
だ
け
で
な

く
臣
下
の
為
に
行
為
の
標
準
と
な
る
べ
き
法
(
国
務
に
関
し
て
の
一
定
の
憲
法
を
立
て
、

之
を
官
府
に
著
す
)
を
立
て
る
と
い
う
所
は
礼
と
法
と
の
差
違
は
あ
っ
て
も
、
萄
卿
が

性
悪
論
の
片
方
に
隆
礼
論
を
置
い
た
や
り
方
と
同
様
で
あ
っ
て
、
韓
非
は
礼
の
代
り
に

法
を
置
い
た
と
見
れ
ば
大
体
過
ち
は
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
性
悪
論
、
形
は
変
っ
て
居

る
が
隆
礼
論
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
居
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
大
体
韓
非
の
伝
記
な
り
学
説
に
就
い
て
感
じ
た
事
を
申
上
た
の
で
あ
り
ま

す。
所
で
何
故
に
戦
国
時
代
に
韓
非
の
様
な
説
が
起
っ
た
か
。
略
何
の
時
代
に
書
物
を
編

纂
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
事
が
次
に
起
る
問
題
で
あ
り
ま
す
。

一
体
す
べ
て
の
学
説
、
す
べ
て
の
言
論
は
皆
其
必
要
に
応
じ
て
起
る
の
で
あ
り
ま
し

て
、
太
平
の
世
に
生
れ
て
、
世
の
中
の
秩
序
が
整
然
と
し
て
居
る
様
な
中
に
生
活
を
し

て
居
る
と
、
其
周
囲
な
り
、
環
境
の
関
係
か
ら
韓
非
子
の
様
な
学
説
に
対
し
て
は
理
解

A

注
二
)

し
難
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
労
働
問
題
や
、
借
家
問
題
が
現
代
に
や
か
ま
し
い
の
は
、

現
代
に
於
い
て
其
必
要
が
あ
る
様
に
、
韓
非
の
様
な
学
説
は
韓
非
の
居
た
時
代
に
は
当

然
起
ら
な
け
れ
は
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
し
た
。
韓
非
の
時
代
は
戦
国
の
七
雄
が
割

拠
を
し
て
居
た
時
代
で
あ
り
ま
し
て
、
諸
侯
何
れ
も
富
国
強
兵
に
汲
々
と
し
て
居
ま
す

し
、
其
中
で
も
秦
が
最
も
強
大
で
、
韓
非
の
生
れ
た
韓
が
最
も
弱
カ
で
あ
っ
て
、
そ
し

て
秦
に
隣
接
し
た
関
係
か
ら
又
何
時
国
が
滅
さ
れ
て
も
知
れ
な
い
状
態
に
あ
る
時
で
し

た
。
併
し
尚
、
韓
非
が
生
存
し
て
居
た
時
分
は
天
下
は
統
一
さ
れ
て
居
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
面
思
想
界
の
状
態
は
知
何
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
言
論
の
自
由
は
到
る
処
に
新
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思
想
を
唱
う
る
者
を
輩
出
せ
し
め
、
学
者
は
自
己
の
一
家
の
言
に
よ
っ
て
諸
侯
に
用
い

ら
れ
ん
と
し
、
人
主
も
亦
こ
れ
を
用
い
て
自
己
の
国
を
富
国
強
兵
に
導
ん
と
し
ま
し
た

か
ら
、
能
あ
る
の
土
は
何
れ
も
弁
論
を
事
と
し
、
何
れ
の
国
に
於
い
て
も
言
論
が
朝
に

盈
つ
と
い
ふ
有
様
で
し
た
。
蘇
泰
、
張
儀
な
ど
の
口
舌
の
雄
が
出
て
、
合
従
連
横
を
唱

へ
、
栄
達
し
た
の
は
韓
非
な
ど
の
時
代
と
は
少
し
前
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
成
金
気

分
は
尚
此
時
代
に
於
い
て
も
盛
で
あ
り
ま
し
て
、
学
徒
の
中
弁
舌
に
長
ず
る
者
は
尚
も

空
言
を
陳
し
て
、
人
君
に
求
め
様
と
し
、
君
主
も
亦
こ
れ
を
察
せ
ず
し
て
、
其
空
言
を

喜
ん
で
、
之
を
採
用
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
実
際
に
富
国
強
兵
に
如
何

な
る
効
果
が
あ
る
か
と
見
る
と
、
一
向
に
治
績
の
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
そ
れ
だ
け

な
ら
ば
、
ま
だ
し
も
で
あ
る
が
反
て
国
が
衰
え
滅
亡
に
近
く
も
の
も
出
来
た
。
結
局
は

口
舌
の
士
が
一
時
の
立
身
出
世
に
利
し
た
位
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
斯
様
な
時
勢
を
前
提

と
し
て
見
る
と
此
処
に
始
め
て
韓
非
の
説
の
起
っ
た
所
以
と
、
又
起
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
理
由
と
が
明
瞭
に
な
る
訳
で
あ
る
。
そ
こ
で
比
等
の
事
情
を
知
る
と
皐
寛
す
る
に

憂
国
の
士
が
悲
憤
懐
慨
の
余
、
こ
の
書
を
作
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

韓
非
の
刑
名
法
術
の
学
に
於
い
て
法
と
術
と
を
結
び
付
け
た
の
は
歴
史
上
の
事
実
と

時
世
の
現
状
と
に
鑑
み
た
も
の
で
あ
っ
て
、
術
だ
け
あ
っ
て
一
定
の
法
の
な
か
っ
た
申

子
の
場
合
に
は
姦
臣
往
々
前
令
、
後
令
の
己
れ
に
利
あ
る
も
の
の
み
を
法
と
称
し
て
、

私
を
な
し
て
韓
の
昭
侯
の
時
の
様
に
十
分
な
富
強
に
至
ら
な
か
っ
た
。
又
法
だ
け
あ
っ

て
術
が
な
い
商
子
の
場
合
に
は
臣
下
を
し
て
私
よ
り
も
公
を
先
に
し
て
孝
公
の
時
の
様

に
富
強
に
近
い
た
が
、
結
局
賞
罰
の
術
が
な
か
っ
た
か
ら
、
富
強
の
実
は
権
臣
の
利
す

る
所
と
な
っ
た
。
(
定
法
篇
に
詳
な
り
)
そ
れ
で
法
と
術
と
結
び
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、

更
に
形
名
と
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
君
主
が
形
名
法
術
の
説
に
従
っ
て
政
を

為
さ
ぱ
労
せ
ず
し
て
功
を
収
め
、
国
家
が
自
ら
富
強
に
な
る
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
韓
非
子
が
何
時
書
物
を
編
纂
し
た
か
、
又
ど
れ
程
韓
非
の
書
と
し
て
信
を
置
く

に
足
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

比
問
題
に
就
い
て
は
前
に
韓
非
の
伝
記
を
述
べ
ま
す
際
に
、
箇
保
書
き
に
し
て
、
申

し
ま
し
た
が
、
其
四
、
即
ち
韓
非
当
時
の
韓
の
国
の
状
態
に
憤
慨
し
て
、
時
の
王
を
諌

め
た
が
用
い
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
止
む
を
得
な
い
で
刑
名
法
術
に
関
す
る
自
己
の
意
見

を
著
述
し
て
出
し
た
。
所
が
其
玉
に
あ
り
ま
し
た
様
に
秦
の
王
が
韓
非
の
説
を
喜
ん
で

韓
非
に
会
い
た
い
と
い
っ
た
事
は
前
に
も
述
べ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
韓
非
の
著
述
は

韓
に
居
る
時
分
に
史
記
の
列
伝
の
孤
憤
、
五
童
、
内
外
儲
説
、
説
林
、
説
難
十
余
万
言

出
来
た
と
い
う
事
に
普
通
に
な
っ
て
居
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
史
記
の
太
史
公
自
序
の

韓
非
、
秦
に
囚
わ
れ
て
「
説
難
」
「
孤
憤
」
あ
り
と
い
っ
た
文
と
矛
盾
す
る
の
で
あ
り

ま
す
。
尤
も
史
記
に
は
此
類
の
矛
盾
す
る
記
事
が
其
他
に
も
随
分
多
い
の
で
為
に
史
記

其
物
の
歴
史
と
し
て
の
正
確
を
疑
う
学
者
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
此
場
合
に
は
列
伝

を
信
ず
る
方
が
四
庫
全
書
総
目
提
要
以
後
普
通
の
説
に
な
っ
て
居
ま
す
。
何
故
か
と
い

う
と
自
序
の
方
の
記
事
は
多
少
激
す
る
所
が
あ
っ
て
事
実
の
正
確
と
か
何
と
か
い
う
事

よ
り
は
自
己
の
説
を
強
く
主
張
す
る
為
に
誇
張
に
過
ぎ
た
と
思
わ
れ
る
所
が
あ
り
ま

す
。
又
韓
非
子
を
御
覧
に
な
り
ま
す
と
「
初
見
秦
」
と
い
う
篇
が
最
初
に
来
て
居
ま
す

か
ら
、
今
日
の
篇
の
順
序
が
書
物
編
纂
の
順
序
だ
と
思
う
と
初
見
秦
が
初
め
に
あ
る
か

ら
書
物
が
韓
非
が
秦
に
入
っ
た
以
後
だ
と
い
う
風
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
古
来
韓
非
子
巻

頭
の
初
見
秦
の
篇
に
就
い
て
は
、
我
国
の
太
田
全
斎
以
下
疑
っ
た
学
者
が
少
く
あ
り
ま

せ
ん
。
人
と
異
っ
た
新
説
を
立
て
る
事
の
好
き
な
今
の
北
京
大
学
の
胡
適
氏
の
知
き
も

矢
張
り
こ
の
説
で
あ
り
ま
す
。
此
等
の
人
々
の
多
く
は

オ
カ

γ
テ

「
初
見
秦
」
の
中
に
臣
レ
味
死
。
願
望
見
大
主
。
言
所
以
破
二
天
下
之
従
一
、
挙

レ
超
亡
レ
韓
。
:
:
:
或
一
挙
而
韓
不
亡
、
大
王
斬
臣
、
と
い
う
文
句
あ
る
に
よ
っ

て
、
韓
非
は
韓
の
公
子
で
あ
る
。
然
る
に
韓
を
亡
す
を
以
て
事
と
し
て
居
る
。
人

の
情
と
し
て
故
国
を
思
う
と
い
う
事
は
自
然
で
あ
る
。
韓
非
に
於
て
も
宗
国
の
滅

亡
す
る
を
き
守
フ
筈
が
な
い
。

と
い
う
に
あ
る
。
或
は
服
部
博
士
の
知
き
は
李
斯
等
が
韓
非
を
議
し
た
時
に
、
「
非
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は
韓
の
為
に
は
な
る
が
、
秦
の
為
に
な
ら
な
い
」
と
い
っ
て
居
る
。
所
が
こ
れ
は
初
見

秦
の
韓
非
が
天
下
の
従
を
破
り
、
韓
を
亡
す
の
事
を
言
っ
た
の
と
相
容
れ
な
い
。
そ
し

て
李
斯
な
ど
の
謹
言
が
通
っ
て
韓
非
は
獄
で
死
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
初
見
秦
の
文
は
疑

う
べ
き
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
初
見
秦
の
文
は
戦
国
策
の
秦
策
の
張
儀
の
初
め
て
秦
王
に
見
え
て
、
主

を
説
い
た
文
章
(
こ
れ
も
偽
作
)
と
同
じ
と
い
う
様
な
滑
稽
な
る
事
実
あ
る
に
至
つ
て

は
益
々
疑
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
兎
に
角
古
来
学
者
の
聞
に
疑
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
居
ま

す
。
次
に
存
韓
で
あ
る
。

詔
以
三
韓
客
之
所
レ
上
書
。
言
二
韓
之
未
レ
可
レ
挙
、
下
二
臣
斯
。
臣
斯
甚
以
為

レ
不
レ
然
。

と
李
斯
の
韓
非
の
上
書
を
反
駁
す
る
文
を
載
せ
、

又

秦
遂
遣
レ
斯
遣
レ
韓
也
。
李
斯
往
都
ン
ト
ス
韓
王
。
未
レ
得
レ
見
。
因
上
書
日

と
上
書
文
を
載
せ
て
居
る
。
比
篇
が
非
の
作
に
あ
ら
ず
後
事
を
附
会
し
て
、
殊
に
李

斯
の
書
迄
収
め
て
居
る
は
明
に
後
人
の
綴
輯
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
て
も
疑
う
べ
き

で
あ
る
。

初
見
秦
、
存
韓
以
外
、
古
来
我
国
の
学
者
の
聞
に
韓
非
の
筆
で
な
い
と
問
題
と
な
っ

て
居
る
篇
は
「
忠
孝
」
「
人
主
」
「
筋
令
」
「
心
度
」
の
四
篇
で
あ
り
ま
す
。
太
田
全
斎

の
翼
喜
は
心
度
の
事
は
言
っ
て
居
り
ま
せ
ん
が
、
儲
令
は
商
子
の
舵
令
篇
と
文
が
同
じ

で
あ
る
。
人
主
篇
は
韓
非
の
他
の
篇
の
語
を
綴
り
合
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
忠
孝
篇
に

就
い
て
は
太
田
氏
は
明
言
し
て
居
な
い
。
併
し
服
部
博
士
は
解
老
、
時
老
な
ど
の
篇
が

あ
っ
て
老
子
の
説
を
奉
じ
そ
し
て
こ
の
篇
に
て
老
子
の
説
を
攻
撃
し
て
居
る
と
い
う
の

で
あ
り
ま
す
。
「
心
度
」
が
韓
非
の
言
で
な
い
と
い
う
の
は
解
詰
全
書
の
津
田
氏
の
説

で
あ
り
ま
す
。
今
こ
れ
ら
の
説
を
玩
味
し
ま
す
と
一
面
聴
く
べ
き
所
も
あ
り
ま
す
が
、

又
根
拠
の
薄
弱
だ
と
い
う
感
が
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
で
在
来
日
本
の
学
者
の
疑

っ
た
の
は
上
に
述
べ
ま
し
た
六
篇
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
初
見
秦
、
存
韓
、
忠
孝
、
人
主
、

簡
令
、
及
び
心
度
で
あ
り
ま
す
。
併
し
心
度
に
就
い
て
は
考
を
異
に
し
た
人
も
あ
っ
て

服
部
博
士
の
知
き
は
其
一
人
で
あ
っ
て
、
現
に
漢
文
大
系
本
の
韓
非
子
翼
霊
の
最
初
の

韓
非
子
の
解
題
を
し
て
居
ら
れ
ま
す
所
に
も
劉
向
以
来
韓
子
五
十
五
篇
と
称
し
て
居
る

が
、
真
に
非
の
手
に
出
で
し
者
は
蓋
し
五
十
篇
の
み
と
言
っ
て
居
ら
れ
ま
す
。

所
が
胡
適
の
中
国
哲
学
史
大
綱
と
い
う
中
華
民
国
の
八
年
頃
に
出
た
書
物
に
は
韓
非

子
中
の
第
六
篇
の
有
度
に
は
荊
(
楚
)
、
斉
、
燕
、
説
四
国
の
滅
亡
を
説
い
て
居
る
。

そ
し
て
韓
非
の
死
ん
だ
時
(
西
紀
二
三
三
)
に
は
以
上
の
四
国
だ
け
で
な
い
、
六
国
は

都
ベ
て
滅
亡
し
て
居
な
い
。
そ
し
て
六
国
の
中
で
最
後
に
亡
ん
だ
の
は
斉
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
斉
の
滅
ん
だ
の
は
韓
非
の
死
後
十
二
年
を
経
過
し
て
居
る
。
だ
か
ら
韓
非
子
は
決

し
て
原
本
で
な
い
。
其
中
に
は
定
め
て
後
人
の
加
入
し
た
記
事
が
多
い
だ
ろ
う
と
い
う

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
胡
適
氏
の
見
る
所
に
よ
る
と
韓
非
子
中
信
用
す
べ
き
部
分
は

顕
学
、
五
蓋
、
定
法
、
難
勢
、
誌
使
、
六
反
、
問
弁

の
七
篇
で
あ
っ
て
、
此
以
外
の
も
の
は
仮
令
司
馬
遷
が
史
記
の
列
伝
中
に
列
挙
し
た
孤

憤
、
説
難
、
説
林
、
内
外
儲
(
説
)
で
あ
っ
て
も
信
恵
す
る
に
足
り
な
い
と
言
う
の
で

あ
り
ま
す
。
其
他
解
老
、
輸
老
な
ど
の
篇
は
別
に
誰
れ
か
の
作
っ
た
も
の
、
主
道
、
揚

権
(
普
通
ニ
揚
権
)
の
諸
篇
も
亦
韓
非
以
外
の
法
家
の
手
に
な
っ
た
も
の
、
又
外
儲
説

の
左
上
に
は
一
部
分
取
る
べ
き
所
が
あ
る
と
言
っ
て
居
ま
す
。
そ
し
て
斯
様
に
真
偽
を

分
類
す
る
根
拠
は
学
術
の
内
容
だ
と
言
っ
て
居
り
ま
す
が
、
内
容
を
解
剖
し
た
詳
細
な

る
結
果
は
之
を
示
し
て
は
居
ま
せ
ん
。

斯
様
に
胡
適
氏
の
様
に
言
っ
て
参
り
ま
す
と
韓
非
の
原
本
と
し
て
残
る
も
の
は
極
め

て
僅
に
な
り
ま
す
が
、
実
は
疑
い
出
し
て
来
れ
ば
際
限
が
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
所
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謂
る
疑
心
暗
鬼
を
生
ず
と
い
ふ
諺
に
漏
れ
ず
大
抵
が
後
世
の
偽
作
の
様
な
感
が
す
る
ら

し
い
の
で
す
。
け
れ
ど
も
翻
っ
て
考
え
る
と
学
説
の
内
容
か
ら
疑
い
な
い
と
し
て
居
る

顕
学
、
五
蓋
以
下
の
誇
篇
に
し
て
も
歴
史
上
の
事
実
の
上
か
ら
矛
盾
の
点
が
な
く
、
皐

寛
は
韓
非
の
学
説
の
本
領
と
も
思
わ
れ
る
べ
き
説
が
其
中
に
包
含
さ
れ
て
居
る
と
し
て

い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
皐
寛
は
矢
張
り
想
像
説
で
あ
っ
て
、
韓
非
を
測
定
す
る
に
疑
う

事
の
出
来
な
い
他
の
確
実
な
尺
度
を
標
準
と
し
て
論
じ
て
居
る
訳
で
は
な
い
。
要
す
る

に
標
準
が
な
い
。
理
論
上
の
推
定
を
経
て
居
る
様
で
あ
っ
て
実
は
想
像
説
の
範
囲
を
出

な
い
説
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
こ
れ
を
知
何
に
考
え
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
就
い
て
四
庫

全
書
総
目
提
要
の
子
部
法
家
類
の
韓
子
二
十
巻
を
解
題
し
た
終
に

非
が
著
わ
す
所
の
書
、
本
各
自
ら
篇
を
為
る
。
非
没
す
る
の
後
、
其
徒
編
次
を
収

拾
し
、
以
て
一
一
映
を
成
す
。
故
に
韓
に
在
り
、
秦
に
在
る
の
作
も
、
均
く
収
め
録

せ
ら
れ
、
其
私
記
未
完
の
稿
を
も
併
せ
て
、
亦
収
め
て
書
中
に
入
れ
、
名
け
て
韓

非
の
撰
と
す
る
が
、
実
は
韓
非
自
身
が
手
づ
か
ら
校
定
す
る
所
で
な
い
。
其
根
本

が
韓
非
か
ら
出
て
居
る
が
故
に
、
伺
て
韓
非
の
名
を
題
し
て
記
録
に
著
わ
し
た
。

と
言
っ
て
居
ま
す
。
私
は
こ
の
四
庫
の
学
者
と
考
を
同
う
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、

今
日
の
韓
非
子
を
疑
う
な
ら
ば
一
部
分
だ
け
を
疑
っ
て
他
の
部
分
を
残
す
と
か
、
大
部

分
を
疑
い
で
一
部
分
を
信
ず
る
と
い
う
風
の
不
徹
底
な
説
に
は
賛
成
せ
ぬ
の
で
あ
っ

て
、
疑
心
な
ら
ば
顕
学
、
玉
轟
と
言
わ
ず
其
全
部
を
疑
わ
な
け
れ
ば
私
は
嘘
だ
と
思
う

の
で
す
。
若
し
全
部
を
疑
わ
な
け
れ
ば
全
部
を
韓
非
の
徒
の
編
纂
と
し
て
受
入
れ
る
と

い
う
の
で
す
。
尤
も
「
初
見
秦
」
と
か
「
筋
令
」
篇
の
知
き
そ
れ
と
同
じ
文
が
そ
れ
以

前
の
他
の
書
物
に
出
て
居
る
も
の
は
勿
論
別
と
し
て
、
仮
令
韓
非
の
徒
の
編
纂
し
た
も

の
で
あ
っ
て
も
、
韓
非
の
説
を
忠
実
に
伝
え
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
信
頼
し
て
も

又
信
頼
す
る
よ
り
外
に
方
法
は
な
い
訳
で
あ
る
。
現
今
は
新
奇
な
説
を
出
す
の

が
喜
ば
れ
る
傾
向
が
一
帯
に
あ
る
が
為
に
到
る
処
で
破
壊
が
行
わ
れ
る
。
併
し
破
壊
は

容
易
で
あ
っ
て
、
建
設
は
困
難
で
あ
る
。
破
壊
も
理
由
が
あ
れ
ば
不
可
と
は
言
わ
れ
な

い
が
、
そ
れ
に
代
る
建
設
が
出
来
な
い
で
古
来
伝
わ
り
来
っ
た
書
物
を
粉
砕
す
る
の
は

感
心
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
一
応
今
日
の
韓
非
子
が
古
来
よ
り
支
那
に
如
何
に
伝
り
来

っ
た
か
も
吟
味
す
る
順
序
と
な
る
。

よ
し
、

先
づ

(
一
)
漢
書
芸
文
志
。
法
家
韓
子
の
部
に
は
五
十
五
篇
と
い
い
、

(
二
)
梁
の
院
孝
緒
の
七
録
に
は
韓
子
廿
巻
と
い
い
、

(
三
)
惰
書
経
古
籍
志
の
子
部
法
家
に
は
韓
子
三
十
巻
、
目
一
巻
陣
非
撰

(
四
)
旧
唐
書
経
籍
志
丙
部
子
類
法
家
韓
子
二
十
巻

(
五
)
唐
書
芸
文
志
丙
部
子
録
法
家
韓
子
二
十
巻
予
知
章
注
韓
子
巻
亡

(
六
)
宋
史
芸
文
志
子
類
法
家
類
韓
子
二
十
巻

晃
公
武
郡
斎
読
書
志
子
類
法
家
類
韓
非
子
二
十
巻

A

注--一}

陳
振
孫
直
斎
書
録
解
題
法
家
類
韓
子
二
十
巻
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然
る
に
王
応
麟
の
漢
書
芸
文
士
山
考
証
に
は
今
本
二
十
巻
、
五
十
六
篇
と
あ
る
は
恐
く

は
伝
写
の
誤
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
に
な
っ
て
居
る
。

清
朝
に
入
っ
て
四
庫
全
書
総
目
提
要
に
子
部
法
家
類
韓
子
二
十
巻
同
簡
明
白
録
二
十

巻
、
孫
氏
把
堂
書
目
諸
子
法
家
韓
非
子
二
十
巻
何
れ
も
同
じ
で
あ
る
。

所
で
韓
非
子
を
刻
し
て
今
日
の
我
々
の
韓
非
子
と
は
時
々
文
字
の
異
同
は
あ
り
ま
す

が
、
大
体
か
ら
言
っ
て
底
本
と
な
っ
た
も
の
は
南
宋
の
孝
宗
の
乾
道
元
年
に
刻
し
た
韓

非
子
で
あ
り
ま
し
て
、
世
に
之
を
乾
道
本
の
韓
非
子
と
い
っ
て
居
ま
し
て
信
頼
す
べ
き

善
本
と
い
う
事
に
な
っ
て
居
ま
す
。
(
道
蔵
本
が
之
に
次
で
正
確
と
い
う
事
に
な
っ
て



居
む
刊
)
。
元
に
な
り
ま
し
て
は
至
元
三
年
(
元
の
順
帝
)
に
何
芥
本
が
出
ま
し
た
。

此
書
は
僅
に
五
十
三
篇
(
姦
幼
、
説
林
下
六
微
の
数
章
を
逸
す
)
次
に
明
代
に
な
っ
て

は
明
の
万
暦
十
年
超
用
賢
、
宋
本
を
得
て
、
欠
を
補
い
、
説
を
正
し
、
始
め
て
王
十
五

篇
の
旧
に
復
せ
り
。
所
で
こ
の
宋
葉
本
と
超
用
賢
本
と
を
比
較
す
る
と
顧
広
折
(
千
里
)

な
ど
は
宋
本
の
誤
は
未
だ
校
改
し
な
い
か
ら
誤
の
迩
が
往
々
尋
ね
る
こ
と
が
出
来
る
。

所
が
超
刻
の
誤
は
解
ら
な
い
も
の
に
遇
う
と
必
ず
之
を
校
改
し
て
居
る
。
だ
か
ら
宋
本

の
誤
っ
て
居
ら
な
い
部
分
ま
で
も
併
せ
て
誤
る
に
至
っ
た
。
一
体
宋
紫
本
の
誤
っ
て
居

る
所
は
僅
で
あ
る
。
そ
れ
に
軽
々
し
く
私
見
を
以
て
改
め
て
、
誤
る
に
至
り
、
徒
ら
に

尋
ぬ
ベ
き
迩
も
尋
ね
る
事
が
出
来
な
い
様
に
し
て
仕
舞
っ
た
」
と
言
っ
て
居
る
。

趨
用
賢
の
刻
本
と
前
後
し
て
、
明
に
周
孔
教
が
刊
し
た
大
字
本
が
あ
る
。
こ
れ
は
精

構
と
の
評
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
原
本
も
宋
葉
本
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
文
は
趨
刻
本

と
同
じ
で
あ
っ
て
、
侠
闘
し
た
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

清
朝
に
な
っ
て
は
嘉
慶
十
年
以
後
顧
千
里
が
韓
非
子
識
語
を
作
り
嘉
慶
二
十
一
年
に

至
っ
て
序
文
を
書
い
て
居
る
か
ら
世
に
出
た
の
も
此
頃
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
此
処
に
始

め
て
韓
非
子
の
注
釈
書
の
稀
完
全
な
る
も
の
が
出
か
け
た
の
で
あ
る
。
呉
山
尊
(
鼎
)

が
韓
非
子
を
重
刻
し
た
際
に
も
顧
千
里
の
識
語
三
巻
を
ば
巻
末
に
附
し
て
出
し
て
居

る
。
こ
れ
ら
の
外
で
は
清
朝
で
は
直
文
招
の
「
群
書
拾
補
韓
非
子
」
王
念
孫
の
「
読
書

雑
志
」
食
越
の
「
諸
子
平
語
」
孫
話
譲
の
「
札
透
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
以
上

の
書
物
よ
り
は
遅
れ
た
が
主
先
慎
の
「
韓
非
子
集
解
」
が
あ
り
ま
す
が
、
考
証
家
の
立

場
よ
り
文
字
の
異
同
を
正
し
た
位
で
、
其
以
外
に
別
に
創
見
は
あ
り
ま

hμ
。

韓
非
の
我
国
に
於
け
る
伝
来

我
が
平
安
朝
の
寛
平
年
中
に
藤
原
佐
世
あ
り
。
此
人
の
日
本
国
見
在
書
目
中
に
己
に

韓
非
子
を
収
め
、
菅
轟
抄
(
菅
公
の
作
と
い
え
ど
実
は
後
人
の
仮
託
)
令
集
解
(
三
十

巻
著
者
未
詳
)
等
の
書
も
之
を
引
用
せ
る
に
見
れ
ば
韓
非
子
の
渡
来
の
古
き
も
知
る
事

が
出
来
る
。

徳
川
時
代
に
入
り
て
先
づ
荻
生
祖
僚
に
読
韓
非
子
三
巻
あ
り
、
祖
保
の
諸
子
の
研
究

の
一
端
を
窺
う
を
得
る
が
、
充
分
に
出
来
上
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
此
点
に
於
い
て
弁

道
、
弁
名
、
論
語
徴
な
ど
の
書
と
同
く
に
論
ず
る
事
は
出
来
な
い
。
中
庸
解
の
終
に
祖

僚
の
著
書
を
解
題
し
た
中
に
読
萄
子
、
読
日
氏
春
秋
な
ど
の
書
と
共
に
中
年
の
作
で
未

《
波
六
V

定
稿
と
記
し
て
居
る
。

又
延
享
中
の
刻
本
あ
り
。
超
用
賢
本
に
よ
り
刻
す
。

但
僚
に
継
い
で
蒲
阪
円
が
出
て
、
増
読
韓
非
子
を
著
し
た
。
(
延
享
刊
本
を
以
て
底

本
と
す
る
)
要
す
る
に
祖
棟
の
読
韓
非
子
に
増
説
し
た
意
味
で
あ
っ
て
、
諸
本
の
異
同

は
欄
外
に
頭
書
し
た
。
比
書
物
に
は
我
享
和
二
年
(
西
暦
一
八

O
二
、
清
の
嘉
慶
七
年
)

の
自
序
肢
が
あ
る
。

蒲
阪
円
は
江
戸
の
儒
者
で
字
は
行
方
、
松
皐
、
青
山
、
又
支
山
人
な
ど
の
号
が
あ
る
。

通
称
は
金
三
郎
と
い
い
、
少
年
の
時
よ
り
最
も
「
韓
非
子
」
を
好
み
、
之
を
研
究
し
た
。

故
に
韓
非
子
に
関
す
る
研
究
は
増
読
韓
非
子
の
外
に
韓
非
子
纂
闇
二
十
巻
、
韓
非
子
諸

註
提
要
(
写
本
十
冊
)
、
底
本
韓
非
子
全
書
(
写
本
十
冊
)
。

蒲
阪
円
と
略
同
時
、
或
は
研
究
の
年
代
よ
り
は
稀
之
に
先
ち
て
韓
非
子
翼
謹
の
太
田

全
斎
が
あ
る
。
全
斎
名
は
方
、
字
は
叔
亀
、
全
斎
と
号
し
、
備
後
の
人
で
、
福
山
藩
に

仕
え
江
戸
の
藩
邸
に
あ
り
、
篤
学
の
士
で
、
カ
を
諸
子
の
研
究
に
用
い
、
韓
非
子
の
外

に
呂
氏
春
秋
祈
諸
、
墨
子
考
要
な
ど
の
著
述
が
あ
る
。
翼
喜
の
著
者
は
こ
れ
が
研
究
に

十
余
年
の
精
力
を
費
し
、
上
は
先
秦
の
諸
子
よ
り
、
下
は
清
朝
の
類
書
に
至
る
ま
で
広

く
渉
猟
し
て
参
考
し
(
超
用
賢
本
を
底
本
と
し
た
)
、
努
ら
読
韓
非
子
、
増
読
韓
非
子

等
の
先
儒
の
書
を
引
用
し
た
。
翼
喜
の
序
文
は
天
明
三
年
突
卯
五
月
に
出
来
て
居
る
が
、

享
和
元
年
の
太
田
全
斎
の
政
文
を
見
る
と
余
為
一
一
韓
子
解
-
。
研
精
十
余
年
失
。
未
レ
脱

レ
稿
也
。
と
言
っ
て
居
る
の
を
見
る
と
知
何
に
努
力
し
た
も
の
な
る
か
が
知
れ
る
。
併
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し
今
蕊
(
享
和
元
年
)
購
得
活
版
。
刷
二
十
部
。
未
定
之
稿
。
宜
誠
二
僅
笥
-
。
と
い
っ

て
居
る
が
火
災
を
恐
れ
て
烏
有
に
帰
す
る
憂
な
い
様
に
と
右
の
部
数
を
刷
っ
た
ら
し

い
。
そ
し
て
全
く
二
十
部
を
制
り
終
っ
て
業
を
終
っ
た
の
は
享
和
元
年
よ
り
八
年
目
の

文
化
五
年
で
あ
っ
た
。
其
間
に
具
に
辛
苦
を
嘗
め
た
。
之
を
支
那
に
見
る
と
呉
鼎
(
山

尊
)
の
重
刻
韓
非
子
序
文
の
嘉
慶
十
四
年
(
我
文
化
六
年
)
に
先
っ
て
一
年
前
な
る
も

妙
で
あ
る
。

次
に
現
わ
れ
た
韓
非
子
の
注
釈
書
と
し
て
は
津
田
鳳
卿
の
韓
非
子
解
詰
全
書
が
あ

A

注
六
}

る
。
此
書
は
内
外
古
今
の
諸
書
と
参
酌
し
て
韓
子
の
本
文
と
相
発
明
す
る
も
の
を
採
録

注
解
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
十
一
巻
中
一
巻
は
附
録
で
あ
る
。
普
通
八
冊
本
で
光
格
天

皇
の
文
化
十
四
年
(
西
暦
一
八
一
七
、
清
の
嘉
慶
二
十
二
年
)
に
上
梓
さ
れ
た
。
津
田

鳳
卿
は
加
賀
の
儒
者
で
、
名
を
邦
儀
と
い
い
、
通
称
を
亮
之
助
と
い
っ
た
。
こ
の
書
は

沢
山
制
っ
た
か
、
よ
く
あ
る
書
物
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
解
詰
全
書
が
清
朝
の
顧
鹿
折

(
千
里
)
が
韓
非
子
識
語
の
序
文
を
書
い
た
嘉
慶
二
十
一
年
(
八
月
)
の
翌
年
に
当
る

も
輿
味
が
あ
る
。

韓
非
子
解
詰
全
書
以
後
で
は
藤
沢
恒
の
韓
非
全
書
が
あ
る
。
比
書
物
は
私
は
見
な
い

が
一
部
に
行
わ
れ
て
居
る
。
そ
の
他
で
は
早
稲
田
大
学
の
出
版
部
か
ら
出
た
漢
籍
国
字

解
全
書
の
韓
非
子
国
字
解
(
松
平
康
国
)
及
漢
文
体
系
本
の
韓
非
子
翼
重
の
覆
刻
本
が

《
桂
七
}

あ
る
。近

頃
又
漢
文
叢
書
と
題
し
た
も
の
の
中
に
韓
非
子
を
平
易
に
解
相
伴
し
た
も
の
が
出
来

て
居
る
が
新
し
き
研
究
を
発
表
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
猪
わ
し
い
。

韓
非
学
説
の
影
響
と
其
批
判

韓
非
の
学
説
は
上
に
も
述
べ
ま
し
た
様
に
、
其
中
心
た
る
部
分
が
刑
名
法
術
の
学
で

あ
る
。
そ
し
て
其
刑
名
法
術
の
学
は
君
主
の
政
治
上
の
立
場
に
利
益
あ
る
様
な
説
で
あ

っ
た
。
所
が
韓
は
韓
非
の
説
を
用
い
る
事
が
出
来
な
い
聞
に
滅
亡
し
て
住
舞
っ
た
。
し

か
ら
ば
、
秦
は
知
何
か
と
い
う
に
、
秦
の
始
皇
が
李
斯
の
建
言
を
用
い
て
始
皇
三
十
四

年
焚
書
坑
儒
の
様
な
暴
挙
を
し
た
が
、
こ
れ
は
韓
非
の
五
重
篇
に
言
っ
て
居
る
所
と
関

係
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

今
文
学
を
修
め
、
三
一
口
談
を
習
わ
で
、
耕
作
す
る
苦
労
な
く
し
て
、
而
し
て
富
の

実
あ
り
。
戦
う
の
危
険
な
く
し
て
貴
尊
あ
り
。
人
誰
れ
か
為
さ
ざ
ら
ん
や
。
是
を

以
て
百
人
の
も
の
智
を
事
と
し
て
、
一
人
が
力
を
用
う
位
で
あ
る
。
智
を
事
と
す

る
者
が
衆
け
れ
ば
法
が
破
れ
、
カ
を
用
う
る
者
が
寡
け
れ
ば
国
が
貧
く
な
る
。
此

れ
世
の
乱
れ
る
所
以
で
あ
る
。
故
に
明
主
の
国
に
は
書
簡
の
文
が
な
く
、
法
を
以

て
教
と
な
す
。
先
王
の
語
な
し
、
吏
を
以
て
師
と
な
す
。

と
言
っ
て
居
る
だ
け
で
な
く
、
学
者
と
か
古
言
の
者
を
五
室
の
中
に
入
れ
て
居
る
。

こ
れ
で
そ
の
一
般
が
知
れ
る
。
併
し
漢
の
武
帝
の
時
代
に
な
っ
て
、
儒
教
を
尊
重
す

る
と
同
時
に
、
諸
子
に
非
常
な
圧
迫
を
加
え
、
殊
に
孫
子
申
子
、
商
子
な
ど
の
説
と
同

時
に
韓
非
の
説
を
も
国
政
を
乱
す
も
の
と
し
て
、
厳
重
に
取
締
っ
た
か
ら
韓
非
の
説
は

以
後
余
り
行
わ
れ
た
事
を
聞
か
な
い
。

一
体
形
名
法
術
と
い
う
文
字
が
示
す
通
り
、
韓
非
の
学
説
は
何
処
迄
も
、
理
知
の
勝

っ
た
説
で
あ
っ
て
、
其
間
一
点
の
温
情
と
い
う
様
な
も
の
は
見
出
さ
れ
な
い
。
そ
れ
で

こ
れ
を
喜
ぶ
人
と
い
え
ば
酷
吏
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
性
質
が
極
め
て
厳
格
で
あ
る
と
い

う
様
な
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
又
一
方
か
ら
見
る
と
虚
名
を
郡
み
、
実
用
を

貴
ぶ
の
点
に
至
つ
て
は
韓
非
の
学
説
に
は
非
常
な
長
所
が
あ
っ
た
か
ら
遠
見
の
士
は
其

説
の
実
際
的
で
あ
っ
た
の
を
認
め
て
居
た
。
殊
に
三
国
の
時
の
萄
の
劉
備
が
「
申
韓
之

書
。
益
二
人
智
意
一
。
可
三
観
コ
諦
之
一
」
と
い
っ
た
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
。
又
劉
備
と

水
魚
の
交
が
あ
っ
た
諸
葛
亮
は
劉
備
、
子
で
あ
る
萄
後
主
で
あ
る
劉
禅
の
為
め
に
管
子
、
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六
諮
な
ど
の
書
と
共
に
申
韓
の
書
を
写
し
て
後
主
に
勧
め
て
居
る
。
の
み
な
ら
ず
孔
明

自
身
が
例
の
涙
を
揮
っ
て
馬
設
を
斬
っ
た
辺
り
、
矢
張
り
韓
非
の
学
説
の
法
術
を
重
ん

ず
る
所
が
見
え
る
。
現
に
朱
子
語
類
の
中
に
も
張
子
房
に
は
黄
老
の
学
の
影
響
が
あ
り
、

孔
明
に
は
申
韓
の
学
の
影
響
が
あ
る
と
言
っ
て
居
る
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と

学
説
も
之
を
読
む
と
人
に
よ
っ
て
善
用
さ
れ
た
り
、
又
悪
用
さ
れ
た
り
す
る
事
は
明
か

で
あ
っ
て
孔
明
の
知
き
は
確
に
韓
非
の
立
派
な
知
己
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
か
の
唐
の
太

宗
の
如
き
も
亦
楕
遂
良
と
倹
を
論
し
た
際
の
知
き
韓
非
の
語
を
引
証
し
て
居
る
。
そ
の

後
、
君
主
と
韓
非
と
の
関
係
に
就
い
て
は
余
り
言
が
無
い
。

併
し
宋
の
哲
宗
の
元
佑
二
年
詔
し
て
官
吏
と
な
る
者
が
申
韓
の
学
を
研
究
す
る
事
を

禁
止
し
た
が
学
者
は
皆
之
を
読
ん
で
居
た
。
併
し
宋
の
儒
者
に
は
二
程
の
癖
が
あ
っ
て
、

韓
非
の
学
説
の
如
き
は
虚
心
平
気
で
之
を
批
評
す
る
よ
り
は
何
れ
も
其
窮
窟
な
る
道
学

的
立
場
か
ら
異
端
と
し
て
之
を
排
斥
し
て
居
る
。
明
以
後
は
別
に
政
治
的
方
面
と
の
交

流
を
聞
か
ぬ
。

次
に
韓
非
の
説
を
学
説
と
し
て
如
何
に
後
の
学
者
が
批
評
し
て
居
る
か
と
い
う
と
、

先
づ
司
馬
遷
は

韓
非
知
ニ
説
之
難
一
。
為
-
説
難
書
一
。
甚
具
。
終
死
-
h
於
秦
一
。
不
レ
能
二
自
一
脱
。

と
い
っ
た
の
は
韓
非
に
同
情
を
し
た
の
で
あ
る
か
。
或
は
言
論
と
実
際
と
の
一
致
せ

な
か
っ
た
の
を
部
撤
し
た
の
で
あ
る
か
。

論
賛
を
見
る
と
、
韓
非
引
二
縄
墨
一
。
切
ニ
事
情
一
。
明
ニ
是
非
一
。
其
極
惨
磁
少
思
。
(
皆

原
於
道
徳
之
意
)

次
に
漢
書
事
文
志
の
法
家
者
流
の
所
に

法
家
者
流
。
蓋
出
-hh
理
官
一
。
信
賞
必
罰
。
以
輔
ニ
札
制
一
。
易
目
。
先
王
以
明
レ

罰
筋
レ
法
。
此
其
所
レ
長
也
。
及
ニ
刻
者
為
一
レ
之
。
則
無
二
教
化
一
。
去
二
仁
愛
一
。
専

任
二
刑
法
一
。
市
欲
ニ
以
致
一
レ
治
。
至
下
於
残
二
害
至
親
一
。
傷
レ
思
薄
上
レ
厚
(
師
古

日
。
変
厚
為
薄
。
)

と
言
っ
て
居
る
。
こ
れ
は
広
く
法
家
に
就
い
て
言
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
独
り
特
に
韓

非
に
就
い
て
の
み
言
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
韓
非
に
対
し
て
も
確
に
肯
繋
に
中
っ
た
議

論
で
あ
る
。

次
に
後
漢
の
主
充
は
(
王
充
は
漢
書
編
纂
と
同
時
代
の
人
班
彪
の
弟
子
、
永
光
中
卒

す
)
其
著
論
衡
の
中
に
非
韓
篇
と
い
う
一
篇
を
書
い
て
韓
非
の
説
を
批
評
し
て
居
る
。

韓
非
は
有
益
、
無
益
を
標
準
と
し
て
論
じ
、
儒
者
な
ど
は
無
益
有
損
と
立
場
よ
り
五

重
篇
に
攻
撃
し
て
居
る
が
儒
者
の
中
に
も
俗
儒
以
外
、
志
は
潔
く
、
行
は
顕
れ
た
真
の

儒
者
が
居
る
、
と
し
て
こ
の
真
の
儒
者
が
礼
義
を
業
と
し
て
居
る
も
の
で
、
国
が
存
在

し
て
居
る
の
も
、
礼
義
が
あ
る
か
ら
で
、
礼
義
に
よ
っ
て
無
礼
、
無
義
の
人
も
教
化
さ

れ
、
感
悟
さ
れ
、
人
民
は
善
を
な
し
、
其
主
上
を
愛
す
る
か
ら
結
局
は
有
益
で
あ
る
。

そ
し
て
例
を
伯
夷
や
柳
下
恵
や
、
或
は
貌
王
侯
当
時
の
段
干
木
の
例
を
引
き
、
強
秦
が

鶏
を
攻
め
な
か
っ
た
の
も
畢
寛
は
現
文
の
礼
と
段
木
の
操
を
賢
と
し
た
か
ら
賢
者
を
用

い
た
か
ら
で
あ
る
と
結
ん
で
居
る
。
随
っ
て
斉
の
太
公
が
狂
請
や
奉
士
の
二
人
が
仕
え

な
か
っ
た
と
て
二
人
の
兄
弟
を
無
益
と
し
て
殺
し
た
の
を
韓
非
が
是
認
し
て
居
て
も
、

そ
れ
は
誤
で
あ
る
と
非
難
を
し
て
居
る
。

尚
王
充
は
国
を
治
む
る
の
道
に
二
つ
あ
る
。
一
は
養
徳
、
二
は
養
力
、
即
ち
名
高
の

人
と
気
力
の
土
と
を
養
っ
て
、
能
く
賢
を
敬
う
と
同
時
に
、
能
く
兵
を
用
う
る
事
を
一
不

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
所
謂
る
文
武
張
設
、
徳
力

E
足
事
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
徐

僅
王
は
仁
義
を
行
っ
て
、
陸
地
の
朝
す
る
も
の
三
十
二
国
で
あ
っ
た
が
、
強
楚
は
之
を

滅
ぼ
し
た
。
こ
れ
は
徳
だ
け
で
カ
の
備
え
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
韓
非
の
方
は
徳

が
無
い
と
い
う
患
が
あ
る
。
其
例
は
狂
請
、
華
士
が
斉
に
仕
え
な
か
っ
た
と
て
斉
で
は

殺
し
た
。
そ
れ
は
無
事
の
士
を
殺
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
韓
非
は
是
認
し
て
居
る
。

無
罪
の
人
を
殺
す
は
韓
非
の
非
と
す
る
所
で
あ
る
に
こ
れ
を
是
認
し
て
居
る
の
は
「
失
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誤
の
言
」
だ
と
断
じ
て
居
る
。

〔
解
題
注
〕

(
注
二
拙
稿
「
重
建
懐
徳
堂
の
講
義
」
(
『
清
真
学
園
紀
要
』
第
二
十
一
号

年
)

(
注
二
)
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
七
巻
(
角
川
書
庖
昭
和
五
十
四
年
)
所
収

(
注
三
)
全
国
書
房
(
昭
和
十
八
年
)

(
注
四
)
稲
束
猛
に
つ
い
て
は
、
北
野
裕
子
「
稲
束
猛
小
伝
|
池
田
ル
ネ
サ
ン
ス
の
旗
手

ー
」
(
『
種
智
院
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
号
平
成
十
四
年
)
及
び
拙
稿
「
吉
田

鋭
雄
と
池
田
の
先
人
顕
彰
運
動
」
(
『
清
真
学
園
紀
要
』
第
十
九
・
二
十
合
併
号

平
成
十
七
年
)
参
照

(
注
玉
)
信
古
・
疑
古
・
釈
古
に
つ
い
て
は
金
谷
治
「
疑
古
の
歴
史
」
(
『
金
谷
治
中
国
思

想
論
集
下
巻
批
判
主
義
的
学
問
観
の
形
成
』
平
川
出
版
社
一
九
九
七
年
)

参
照

平
成
十
八

〔
本
文
注
〕

(
注
二
欄
外
に
「
尤
も
説
難
篇
の
知
き
臣
下
た
る
側
の
者
に
説
い
た
も
の
も
あ
る
(
こ

れ
を
後
世
の
偽
作
と
す
る
は
別
な
り
」
と
あ
る
。

(
注
二
)
欄
外
に
「
婦
人
問
題
な
ど
も
一
例
」
と
あ
る
。

(
注
三
)
欄
外
に
晃
公
武
と
陳
振
孫
と
を
指
し
て
「
皆
宋
史
ニ
同
ジ
」
と
あ
る
。

(
注
目
)
欄
外
に
「
又
有
道
蔵
本
。
此
秘
府
所
収
。
実
係
於
徳
川
氏
時
毛
利
為
幹
所
献
。

明
万
暦
刻
本
也
(
古
文
旧
書
考
)
何
芥
本
に
李
噴
の
注
あ
り
と
稽
す
る
も
噴
の

事
不
明
」
と
あ
る

(
注
五
)
欄
外
に
「
誼
王
本
(
即
越
知
師
、
王
道
焼
)
を
以
て
主
と
な
す
。
」
と
あ
る
。

稲
束
は
「
超
王
本
」
を
底
本
と
し
て
研
究
を
進
め
た
。

(
注
六
)
欄
外
に
「
注
は
多
く
務
阪
氏
よ
り
出
づ
」
と
あ
る
。

(
注
七
)
欄
外
に
「
又
依
田
利
用
が
著
し
た
韓
非
子
校
注
が
あ
る
。
天
保
弘
化
の
閉
幕
府

の
侍
講
で
あ
っ
た
。
此
書
は
韓
非
子
注
本
中
最
も
精
核
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。

(
茨
城
県
私
立
清
真
学
園
高
等
学
校
教
諭
)
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